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研究成果の概要（和文）：福岡県と沖縄県の中学生の生活習慣、排便習慣、食習慣の実態について、科学的指標
となる腸内菌叢を用いて評価した。福岡県と沖縄県の児童に比べ生徒は脂質と食塩相当量が過剰であり、たんぱ
く質、炭水化物、食物繊維、カルシウム、鉄、ビタミンAが不足しており、個々人に対応した栄養摂取に関する
食育が重要であると考えられる。腸内細菌の種数は野菜を意識して食べる、朝の排便時間の有無、食物繊維摂取
量と関連していることが示唆された。
調査の結果より、規則正しい食習慣を身につけるための食育教材として食育指導書を作成し、福岡県と沖縄県の
学校に配布した。本研究の成果や食育指導書が子ども達の健康増進に寄与することを期待している。

研究成果の概要（英文）：In this study, we evaluated the intestinal microbiota to provide scientific 
evidence about the reality of living habits, bowel habits and eating habits of junior high school 
students in Fukuoka and Okinawa prefectures. Compared with the pupils in Fukuoka and Okinawa 
prefectures, the students had excess fat and salt equivalents, and were deficient in protein, 
carbohydrate, dietary fiber, calcium, iron, and vitamin A. Dietary education on nutritional intake 
corresponding to personalized is thought to be important. It was suggested that the number of 
species of intestinal bacteria is related to eating vegetables consciously, having defecation time 
in the morning, and dietary fiber intake.
Based on those results, we created a dietary education guide booklets for dietary education and 
distributed it to schools in Fukuoka and Okinawa prefectures. We hope that the results of this 
research and dietary education guide booklets will contribute to the promotion of children's health.

研究分野：栄養教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人を対象とした腸内細菌と食物繊維に関する疫学研究や、児童と生徒における食物繊維の必要量に関する報告や
腸内細菌叢と食習慣や生活習慣に関する報告は極めて少ないことから、本研究は腸内細菌叢と食物繊維の関連性
および食物繊維の必要量を設定するための基礎データとなる。また、中学生に食教育を行いその効果の評価に関
する報告は少ないことから、本研究の調査結果から問題点を抽出し、改善のための食教育を構築するために、行
動変容のプリシード・プロシードモデルとアメリカ健康財団が開発したKnow Your Bodyプログラムを取り入れた
食育プログラムを開発し評価することで、子ども達の健康増進に寄与することが期待できる。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 平成 28年の学校保健統計調査によると、生活習慣病の若年化、肥満・やせの増加が報告さ
れ、平成 28年の国民健康・栄養調査では、日本の児童や生徒の栄養素摂取量において、特
に脂質と食塩の過剰摂取、食物繊維とミネラル類で鉄などの不足の問題が挙げられている。
平成 28 年の国民生活基礎調査において便秘は 10～19 歳の男子、女子でそれぞれ 2.8％、
8.5％であると報告されている。 

(2) 食物繊維は、2006, vol. 6, BMC Microbiolに Tine RLetらが腸内常在菌構成を変化させる
大きな要因の 1つとの報告、2018, vol 22, ルミナコイド研究に平さつきらが腸機能改善等
の有益な生理作用を示しており、現在では第六の栄養素として注目されている。 

(3) Sonnenburgらは、2006, vol 529, natureにおいて食物繊維が少ない食事では子孫の腸内
細菌の多様性が失われその食事が続くと元に戻らないと報告している。 

(4) 人を対象とした腸内細菌と食物繊維に関する疫学研究や、児童と生徒における食物繊維の
必要量に関する報告や腸内細菌叢と食習慣や生活習慣に関する報告は極めて少ない。 

(5) 中学生等の若年期は将来の生活習慣の基礎を形成し食行動や食生活習慣に大きな影響を与
える大事な時期であり、健康寿命の延伸という観点からも重要である。平成 20年 3月に中
学校の学習指導要領が改訂され、その総則に「学校における食育の推進」が明確化され、食
育の観点から指導の内容の充実が図られているが、中学生に食教育を行い、その効果の評
価に関する報告は少ない。 

 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、福岡県および沖縄県の中学生を対象に、食事や食習慣に関する意識や実態、排便
習慣、中医学基礎理論の体質診断調査を実施し、その評価方法として生活習慣や食生活に
強く影響のある腸内細菌叢を用いて、その関連について比較検討する。 

(2) さらに、腸内環境改善のための食教育を構築するために、行動変容のプリシード・プロシー
ドモデルとアメリカ健康財団が開発した Know Your Bodyプログラムを取り入れた食育プ
ログラムを開発し評価する。 
 

３．研究の方法 
(1) 被験者の選定：本研究代表者と分担者は福岡県 K 町より食育推進のアドバイザーの任命を
受けて、食育条例を作成し、各ライフステージに対応した食育プログラムを計画し実施し
ており、共同研究の基盤はできていたことから福岡県の K 町中学生を対象とした。研究の
具体的方法 期間は平成 29 年 6 月～10 月、対象：福岡県の中学生。保護者と生徒の説明会
を行い、その後食育講演会などを実施。内容：同意が得られた対象者と保護者に調査を依頼
し、1）中学生の日常の食事や食習慣に関する実態と活動に関する調査票を作成し実施、2）
食事摂取については、3 日間の朝食、昼食、夕食、おやつ、夜食を秤量法にて調査を行い、
その後、栄養価計算（エクセル栄養君）にて解析、3）排便記録調査は 1週間の排便の状況
を記録、4）排便習慣における意識調査は、排便回数、目安量、排便の日間変化、時刻、量、
色、硬さ、形状、爽快感など 15 項目について調査、5）採便後、腸内細菌叢の分子生物学的
な分析は、㈱テクノスルガ・ラボに依頼し次世代シーケンス(NGS)・アンプリコン解析を実
施する。腸内細菌叢の解析は、JMP (SAS Institute Inc, USA) を用いる。栄養価はエクセ
ル栄養君 Ver.8で算出する。解析は、統計解析ソフト SPSS Statistics ver.22を用い、χ２

検定を実施、6）中学生の食生活、食習慣と排便 習慣について、腸内細菌叢を用いて評価
し、問題点を抽出。 

(2) 沖縄県の中学生の生活習慣と排便習慣および体質と腸内細菌叢の関連 
研究期間は、平成 30年 4月～7月、対象：沖縄県 I村の中学生で同意が得られた 25 名。調
査内容は、1）日常の食事や食習慣に関する実態調査、2）食物摂取頻度調査票による食生活
調査は 3 日間の料理を秤量法で調査し栄養価計算、3）排便記録調査は 2週間の排便の状況
を記録、4）排便習慣における意識調査、5）腸内細菌叢の分析、採便後、腸内細菌叢の解析
は、㈱テクノスルガ・ラボに依頼し次世代シーケンス(NGS)・アンプリコン解析を実施する。
腸内細菌叢の解析は、JMP (SAS Institute Inc, USA) を用いる。栄養価はエクセル栄養君
Ver.8 で算出する。解析は、統計解析ソフト SPSS Statistics ver.22 を用い、χ２検定を実
施。 

(3) 福岡県と沖縄県の児童・生徒の生活習慣と排便習慣および体質と腸内細菌叢の関連 
対象：福岡県農村地域の児童・生徒で同意の得られた 35 名と沖縄県離島の同意の得られた
25 名。調査内容は、１）食生活習慣、２）排便習慣調査、３）1週間の排便記録調査、４）
体質診断調査、５）排便後の腸内細菌叢の分析。 

(4) 規則正しい食習慣を身につけるための食育指導書の作成 
福岡県と沖縄県の児童・生徒の生活習慣と排便習慣および体質と腸内細菌叢の関連を明ら
かにし、規則正しい食習慣を身につけるための食育指導書を作成する。 



(5) 対象者に関する倫理的配慮 
①大学の倫理審査委員会の承認を取得する。②インフォームド・コンセントを対象者の児
童・生徒の保護者に同意を取る。③ヘルシンキ宣言の精神に沿って実施し、研究途中でも本
人の自由意思で中止できる。④食物アレルギー、消化器疾患、その他の疾病の罹病歴、薬剤
使用の有無を確認し、被験者を検討する。⑤匿名化：連結可能匿名化とする。 

 
４．研究成果 
(1) 被験者の選定：本研究代表者と分担者は福岡県 K 町より食育推進のアドバイザーの任命を
受けて、食育条例を作成し、各ライフステージに対応した食育プログラムを計画し実施し
ており、共同研究の基盤はできていたことから福岡県の K 町中学生を対象とした。研究の
具体的方法：期間は平成 29 年 6 月～10月、対象：福岡県の中学生としていたが、対象の中
学校が 6～9月は運動クラブの中体連と重なり、その後 1月～2 月に変更したが、今度はイ
ンフルエンザが流行し、生徒が罹患したり学級閉鎖などがあり、3月から保護者と生徒の説
明会を行い、その後食育講演会などを実施したため 70 名の同意書を集めることができた。
内容は、同意が得られた対象者と保護者に調査を依頼し、1）中学生の日常の食事や食習慣
に関する実態と活動に関する調査票を作成し実施。2）食事摂取については、3日間の朝食、
昼食、夕食、おやつ、夜食を秤量法にて調査を行い、その後、栄養価計算（エクセル栄養君）
にて解析している。3）排便記録調査は 1 週間の排便の状況を記録した。4）排便習慣にお
ける意識調査は、排便回数、目安量、排便の日間変化、時刻、量、色、硬さ、形状、爽快感
など 15 項目について調査した。5）腸内細菌叢の分析。採便後、腸内細菌叢の分子生物学
的な分析は外部に依頼している。6）中学生の食生活、食習慣と排便習慣について、腸内細
菌叢を用いて評価し、問題点を抽出した。 

(2) 沖縄県の中学生の生活習慣と排便習慣および体質と腸内細菌叢の関連について調査を行っ
た結果、対象者の食生活習慣は日常の野菜類の摂取頻度が高く、よく噛んで食べて好まし
い結果であった。対象者の栄養素の摂取状況は、生徒で 60％の人が基準値を満たしていな
い栄養素は、エネルギー、たんぱく質、炭水化物、食物繊維であり、ビタミン類で、ビタミ
ン A、ビタミン B1、ビオチンであった。栄養摂取状況では、まさに飽食の現代における「新
型栄養失調」と考えられる。腸内細菌の多様性については、野菜を意識して食べる、朝排便
する時間がある、食物繊維を多く摂取することも関連することが明らかとなった。今後、学
校現場で腸内細菌の多様性を高めるための食育を推進していくことが重要であると考えら
れる。本研究結果より、沖縄県の長寿を支えた伝統食や郷土料理が敬遠され、食の欧米化が
進行していたためか、先に報告した福岡県の中学生の腸内細菌叢との結果と地域による差
が認められなかった。今後の食教育において各地域における食文化や郷土料理を伝承させ
ることも重要であると考えられる。 

(3) 福岡県農村地域の児童・生徒で同意の得られた 35 名と沖縄県離島の同意の得られた 25 名
を対象とし、食生活習慣・排便習慣調査、1週間の排便記録調査、体質診断調査および排便
後の腸内細菌叢の分析を行った結果、福岡県と沖縄県の児童に比べ生徒は脂質と食塩相当
量が過剰であり、たんぱく質、炭水化物、食物繊維、カルシウム、鉄、ビタミン Aが不足し
ていたため個々人に対応した栄養摂取に関する食育が重要であると考えられる。腸内細菌
の種数は野菜を意識して食べる、朝の排便時間の有無、食物繊維摂取量と関連しているこ
とが示唆された。 

(4) 沖縄県離島の中学生は卒業後高校進学のために沖縄本島で一人暮らしをすることから、生
徒の食生活習慣・排便習慣および腸内細菌叢に関する調査結果により問題点を抽出した結
果、対象者の家では行事食を作るが 40％、郷土食を作るが 50％であり、朝食に主菜がない
が 50％、薄味を好まないが 75％、腸内細菌改善の食材である発酵食品の使用頻度が低く、
食事摂取基準の基準値を満たした栄養素が少ないことが明らかとなった。 

(5) この結果を踏まえ、規則正しい食習慣を身につけるための食育指導書を作成した。内容は、
１）栄養アセスメントの標準体重・体格指数算出シート、２）地産地消の食物繊維を多く含
む行事食・郷土料理、３）料理の食塩相当量と減塩方法、４）腸内環境改善のための食材の
活用、５）各栄養素の含有率を示す食材ピラミッド、６）健康モデル食日本型薬膳の一食の
目安量、７）コンビニエンスストアの商品のバランスの良い組み合わせ方、８）バランスの
良い朝食の組み合わせ方、９）摂取した食事の排便の評価である。 

(6) 福岡県農村地域の児童・生徒で同意の得られた 35 名と沖縄県離島の同意の得られた 25 名
を対象とし、食生活習慣・排便習慣調査、1週間の排便記録調査、体質診断調査および排便
後の腸内細菌叢の分析を行った結果、福岡県と沖縄県の児童に比べ生徒は脂質と食塩相当
量が過剰であり、たんぱく質、炭水化物、食物繊維、カルシウム、鉄、ビタミン Aが不足し
ていたため個々人に対応した栄養摂取に関する食育が重要であると考えられる。腸内細菌
の種数は野菜を意識して食べる、朝の排便時間の有無、食物繊維摂取量と関連しているこ
とが示唆された。 

(7) 対象者の家庭では、行事食を作るが 40％、郷土食を作るが 50％であり、朝食に主菜がな
いが 50％、薄味を好まないが 75％、腸内細菌改善の食材である発酵食品の使用頻度が低
く、食事摂取基準の基準値を満たした栄養素が少ないことが明らかとなった。腸内細菌に
ついては野菜を意識して食べる、朝の排便時間のある対象者は腸内細菌叢の多様性がある



ことが明らかとなった。 
(8) 調査の結果より問題点を抽出後、改善のための食育教材として食育指導書(DVD 教材含む)
を作成し、福岡県と沖縄県離島の学校に配布した。特に沖縄県離島では中学を卒業後、本
島で一人暮らしをするため、この指導書は県、市の各教育委員会においても報告し、必要
に応じて配布されている。指導書の内容は規則正しい食習慣を身につけるために作成し
た。内容は、１）栄養アセスメントのための標準体重・体格指数算出シート、２）地産地
消の食物繊維を多く含む行事食・郷土料理、３）料理の食塩相当量と減塩方法、４）腸内
環境改善のための食材の活用、５）各栄養素の含有率を示す食材ピラミッド、６）健康モ
デル食日本型薬膳の一 食の目安量、７）コンビニエンスストアの商品のバランスの良い
組み合わせ方、８）バランスの良い朝食の組み合わせ方、９）摂取した食事の排便の評価
などである。本研究の成果や食育指導書が子どもたちの健康増進に寄与することを期待し
ている。 
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